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Ⅶ．ガーナ実践報告書［永田和久］
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Ⅶ．ガーナ実践報告書［永田和久］ 

１． スーパーはなく、自分たちで作って食べて生活している。 

２． スーパーはなく、自分たちでとって生活している。 

３． 電気がなく、太陽の光や火を燃やして生活している。 

４． 建物はなく、周りは自然がいっぱい。 

５． 機械はなく、手作業で服などを作っている。 

６． 水道はなく、井戸から組んだ水で生活している。 

７． 機械はなく、大勢でお米を作っている。 

８． ゲームはなく、毎日広い自然の中で遊ぶ。 

［授業実践の詳細］ 

時限目 「もしもガーナの(農村)生活だったら！？」 

１ 子どもの活動の流れ 

① アイスブレイク（４つのコーナー）…質問に対して、「男子」「どち

らかといえば男子」「どちらかといえば女子」「女子」の４択

で選択し、教室の四隅に分かれる。 

② ガーナの農村生活と、村人が幸せを感じて生活していることを知

る…スライドショーで、各テーマのガーナ写真を見る。 

③ テーマごとに、「もしもガーナの(農村)生活だったら」をイメージす

る…以下の１～８のテーマからイメージできることを思いつくだけ付箋紙に書き、グループで模

造紙にまとめる。（上写真） 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ ガーナ(農村)と日本の生活の、どちらがいいかを考

える…「ガーナ」「どちらかといえばガーナ」「どちらか

といえば日本」「日本」の４択で選択し、理由とともに付

箋紙に書く。その後、全員分の意見を一つの模造紙

にまとめる。（下写真） 

⑤ 振り返りシートを記入する 

 

２ 子どもの活動の成果・反応 

◇ ③…どのテーマでも、児童はどんどんイメージを膨ら

ませて付箋紙を書いていた。「食べる鳥を見つけるの

は宝探しみたい」と、子どもらしい意見もあった。 

◇ ④…ガーナを選んだ児童は、「自然の中で遊びた

い」「一度日本と違う生活をしてみたい」などという理

由を、日本を選んだ児童は、「電気がないと大変」「日

本には、テレビやゲームがある」などという理由を挙げていた。全員がしっかりと理由を書くことができて

いた。 

◇ １－２時限目の振り返り…「みんなで力をあわせてがんばっているから、わたしもガーナにいたらがんば

ってみたいです。」「生かつが大へんそうだけど、ガーナもいい国だと思いました。」 

1-2 

① もしもガーナの(農村)生活だっ 

たら、どんな感じになるかをイメ

ージする。 

② ガーナ(農村)と日本の生活を 

比べて、どちらがいいか考える。

この時限のねらい 
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Ⅶ．ガーナ実践報告書［永田和久］

３ 使用した教材   ＜教材１＞各テーマのガーナ写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時限目 「もしも地球の資源がなくなったら！？」 

１ 子どもの活動の流れ 

① アイスブレイク（私は誰？動物の名前当て）… 

動物の名前(３３種類)が書かれた付箋紙を背中にはり、 

     「Yes」、「No」で答えられる質問をしながら、名前を当てる。 

② 地球の真実を知り、「資源」とはどんなもののことか

を考える…「今の自分たちの生活をこのまま続けると、

いずれ地球の資源は足りなくなる」を知り、身の回り

の物は何からできているか、知っていることを発表す

る。教師の補足説明を聞く。 

③ 「もしも地球の資源がなくなったら」をイメージする… 

模造紙中心に「資源がなくなったら」と書き、イメージ

することをグループで周りに派生する。他のグルー

プに伝えたいものを３つ選び全体の前で発表する。 

③ 自分たちの生活の何が資源をなくす原因なのかを

考える…模造紙中心に「資源がなくなる」と書き、関

係することをグループで周りに派生する。 

④ 振り返りシートを記入する。 

 

 

 

3-4 

○ 資源がなくなるとどうなるのか 

  を考える。 

○ 資源がなくなる原因に気付く。 

この時限のねらい 
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Ⅶ．ガーナ実践報告書［永田和久］ 

２ 子どもの活動の成果・反応 

◇ ②…「木」「ガラス」「鉄」「金」「銀」「あぶら」「肉・魚」「水」などの意見が出た。 

◇ ③…ほとんどのグループで「死ぬ」という意見に行きついていた。発表で出た意見は、以下の様だった。 

     ・ 鳥とかがいなくなると、食べものがなくなって しぬかもしれない。   ・ 電気がつかえない。 

     ・ 力がなくなる。  ・ 生きていけない。  ・ 水がなくなると くちびるがしわしわになる。 

     ・ びょう気になる。  ・ 天国へ行く。  ・ 空気がなくなったら死んじゃう。 

◇ ④…学２年生の児童にとって難しい課題で、書ける児童と書けない児童に分かれた。派生図には

以下の様な意見が書かれていた。 

・ものをそまつにして、また新しいものをすぐにすててしまう。 ・食べ物を食べすぎ。 

・水・紙をむだづかいする。 ・テレビの見すぎ。 ・電気のつけっぱなし。    

◇ ３－４時限目の振り返り…「しげんがないと、生きていけなくなることが分かりました。」「わたしたちが大人

になって、しげんが なくっていると いやなので、ものやお金をそまつにしないように気をつけたいです。」

「今まで考えたことがなかったので、びっくりです。大人になると、しんじゃいそうでこわいです。」 

 

３ 使用した教材 

＜教材２＞平成 26 年度開発教育指導者研修(実践編)資料「今、地球で起こっている３０の真実」 

 

 

時限目 「地球にやさしいのはどっち！？」 

１ 子どもの活動の流れ 

① アイスブレイク（チュイ語で自己紹介）…事前に自分の誕生曜

日を調べる。曜日によって呼び方が違うガーナネームを使

って自己紹介をする。(以下、自己紹介) 

「マーチ(こんにちは)」「ヤッフロムミー○○○(私の名前は  

○○○です)」「メダーシ、パパパ(とてもありがとう)」                       

② 前時までを振り返る。 

③ 資源のリストが載ったプリントを読む。(前時の児童の意見をもとに、教師が作成したもの) 

④ ガーナ(農村)か日本の生活の、どちらが地球に優しいか

を考える…「ガーナ」「どちらかといえばガーナ」「どちらか

といえば日本」「日本」の４択で選択し、理由とともに付箋

紙に書く。その後、全員分の意見を一つの模造紙にまと

める。 

⑤ 振り返りシートを記入する。 

 

２ 子どもの活動の成果・反応 

◇ ④…全員がしっかりと理由を書くことができていた。ガーナを選んだ児童の理由は次のとおり。 

「電気やガスをつかっていないし、あまりしげんをつかわないから」「ちきゅうにやさしいと思いました。」 

5  

○ ガーナの(農村)生活と、日本 

  の生活を比べて、どちらが地球

に優しいのかを考える。 

この時限のねらい 
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Ⅶ．ガーナ実践報告書［永田和久］

「日本は せきゆを いっぱいつかっているけど、ガーナは あまりつかっていないから。」 

また、日本を選んだ児童の理由は次のとおり。 

「ガーナは しぜんを いっぱいつかっているから。」 

「ガーナは、日本より火でもやすって、けっこうたいへんだから。」 

◇ ５時限目の振り返り 

 ・「メダーシパパパ」で、「パ」ということばがおもしろかったです。(たくさん付けられるから) 

 ・ ガーナは、ゲームやきかいや スーパーはないけれど、やさしい生かつは ガーナだと思いました。 

・ ガーナが すきではなかったけど、行きたくなりました。 

・ 日本の生かつの方がべんり   

だけど、ちきゅうにやさしいの  

はガーナなので、くらべもの  

になりません。 

 

３ 使用した教材 

＜教材３＞チュイ語で 

自己紹介プリント（左）                            

＜教材４＞資源リストプリント（右）                   

 

 

 

 

時限目 「今自分にできること」 

１ 子どもの活動の流れ 

① アイスブレイク（地球の真実クイズ）…スライドショーで画

像を見ながら３択クイズに参加する。 

１．資源は誰がたくさん使っている？ 

２．このままのペースで伐採するするとどうなる？ 

３．世界で１日 100 円以下の生活する人は何人いる？ 

４．３秒に１回、地球上で何が起きている？ 

② 「地球にとって良いこと／悪いこと(行動)」を考える…「地球にと   

って良いこと(行動)」は緑の付箋紙、「地球にとって悪いこ 

と(行動)」は赤の付箋紙に記入する。グループでそれぞれ   

模造紙にまとめる。 

③ 地球のために「今自分にできること」を考える…物語「私にできる

こと」を聞き、地球に優しい生活をするために「今自分にできるこ

と」を考えて書き出す。グループで８つにまとめ、発表する。自分

でできそうなことを一つ選ぶ。 

④ 振り返りシートを記入する。 

6-7 

① 地球にとって良いこと(行動)、 

悪いこと(行動)を考える。 

② 地球に優しくするために、今自 

分にできることを考える。 

この時限のねらい 



 

113 
 

Ⅶ．ガーナ実践報告書［永田和久］ 

２ 子どもの活動の成果・反応 

◇ ②…地球に良いこと(行動)は、「毎日おやつをいちごにする」「しょくぶつをそだてる」などといった意見

が、地球に悪いこと(行動)は、「ごはんをいっぱいのこす」「むだづかいをする」などといった意見があ

った。                     

◇ ③…グループ発表で以下の様な意見が出た。「きゅうしょくを ぜんぶ 食べる。」「おかあさんの お手伝

いをする。」「すいどうを しめる。」「あらいものは なるべく 手さぎょうで あらう。」「ものの きもちを か

んがえる。」「でんきや水を むだづかいしない。」 

◇ ６－７時限目の振り返り…「今じぶんに できることを見つけることができま

した。」「どうぶつの いのちも たいせつに しなきゃいけない りゆうが

分かりました。」「べんきょうができてよかった。１歩おとなっぽく なった

気がしました。」「ちょっと早くねるようにしたいです！」「じぶんには や

れないこともあるかもしれないが、ぜったいに「やる」っておもいました。」 

 

３ 使用した教材 

＜教材２＞「今、地球で起こっている３０の真実」 

＜教材５＞辻信一監修「私にできるこ

と地球の冷やし方」2005 年、ゆっく

り堂 

 

 

 

 

 

■ 全体を通して 

１ 授業の様子 

＜写真１＞「もしもガーナの(農村)生活 

だったら」をイメージする様子 

 

 

 

 

 

 

 

 


